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映像に付与されたコメントを用いた
登場人物が注目されるシーンの推定

佃 洸 摂†1 中 村 聡 史†1

山 本 岳 洋†1,†2 田 中 克 己†1

映像の編集や検索を行う際に，ある人物が視聴者の注目を集めているシーンだけを
切りだしたり，ある人物がより視聴者の注目を集めている映像を検索したいというこ
とはよくある．また，現在視聴している映像の関連映像として，登場人物の活躍パター
ンが似ている映像を推薦してほしいということもよくある．しかし，映像に登場する
人物がどの程度視聴者の注目を集めているかは，映像のテキストデータや画像解析だ
けでは判断できないことが多く，視聴者の反応に基づいて注目されている人物を推定
する必要がある．そこで本稿では視聴者の反応として映像の再生時刻に沿って付与さ
れたコメントを用いて，映像に登場する人物が視聴者の注目を集めているシーンの推
定と各シーンにおける各登場人物の活躍の度合いの推定を行う手法の提案をする．た
だし，本稿ではニコニコ動画に投稿された映像の中で，コメントが一定数以上付与さ
れた映像に登場する，視聴者に名前が広く知れわたっている人物を対象とする．

Estimating the Spotlighted Scene of Characters
Based on the Comments Posted to a Video

Kosetsu Tsukuda,†1 Satoshi Nakamura,†1

Takehiro Yamamoto†1,†2 and Katsumi Tanaka†1

When a user edits or searches a video clip, he/she often hopes to extract a
scene or search video clips in which a character is active. Moreover, he/she also
often hopes to be recommended a video clip that has a similar activity pattern
of characters as a relevant video clip that he/she is watching. However, it is
difficult in many cases to judge the active characters from only text data or
image analysis. We estimate the degree of attention based on viewers’ reaction.
In this paper we use comments posted to a video clip as the viewers’ reaction.
We propose a method to estimate the spotlighted scenes of each character in a
video clip and the degree of it. We especially target video clips that is uploaded
to Nico Nico Douga and a character whose name is known widely.

1. は じ め に

近年，YouTube �1やニコニコ動画�2 などの映像共有サービスが広く利用されている．

YouTubeには 2010年 1月の時点で 10億本以上，ニコニコ動画には 2011年 4月の時点で

570万本以上の映像が投稿されており，非常に多様な映像の視聴が可能になっている．その

一方で，映像の数が多くなりすぎているため，視聴したいと考える映像を検索するのは困難

である．また，ユーザには限られた時間しかないため，発見したすべての映像を視聴するこ

とは難しい．そのため，ユーザは限られた時間の中で自分の視聴したい映像を効率良く検索

したり視聴したりすることを望むことが多い．具体的には以下のような例があげられる．

• 映像を最初から最後まですべて視聴する時間はないので，ある登場人物が注目を集めて
いるシーンを集めたダイジェスト映像を視聴したい．

• キーワードで映像を検索したときに，検索結果に含まれる映像をすべて視聴する時間は
ないので，ある登場人物がより映像全体にわたって視聴者の注目を集めている映像や，

映像の中で雰囲気が大きく変わるきっかけとなる活躍をしている映像を優先的に視聴し

たい．

• ユーザが気に入ったある映像の関連映像として，タイトルや説明文などのテキストが
類似している映像ではなく登場人物の活躍パターンが類似している映像を推薦してほ

しい．

映像のダイジェスト生成や映像の盛り上がり度を計算するため，映像を分析してシーン

の切り換わりを検出したり1)，映像中の音声を分析することでシーンの盛り上がりを検出す

る2) 研究は行われているが，映像に対する視聴者の反応を利用しておらず，コンテンツ作

成者の意図を反映しているにすぎず，映像の作成者が注目させようと意図している人物と，

視聴者が注目している人物は必ずしも一致するとは限らない．一方，映像に対して付与され

たコメントを視聴者反応と見なし，盛り上がりなどを検出することで映像のダイジェストや

ランキングを行う研究はなされている．しかし既存の研究では，映像の各シーンに対する，
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視聴者の感想を集約すること3) や注目の大きさを求めること4) を目的としている．そのた

め，視聴者の注目が集まっている登場人物までは求めることができないという問題がある．

また，膨大な映像に対する適用事例がない．

ある人物がある映像内で注目されているシーンは，映像のタイトルやタグ，説明文といっ

たテキスト情報からは判定不可能である．また，画像解析によってその人物の画面への登場

の有無を判定することはある程度可能であるが，注目の度合いは判定できない．そこで本研

究では，映像の中で各登場人物が視聴者の注目を集める言動をとっているシーンとそのシー

ンにおける注目の大きさを視聴者が映像に対して付与したコメントを分析することで求め

ることを目的とする．ここで，視聴者が注目を集める登場人物の言動には，その人物が活躍

している場合や批判されている場合など様々な状況が考えられるが，本稿では簡単のためこ

れらの状況の違いは考えないものとする．

実際にユーザが，ある人物が注目されているシーンの抽出や映像の検索を行う際は，視聴

者から見た登場人物の注目の大きさに基づいたシーンや映像を返す方がユーザには望まし

い．そこで本稿では視聴者にとって登場人物が注目を集める言動をとっているシーンを「注

目シーン」と定義し，視聴者が感じる登場人物の注目シーンとその大きさに着目する．

ある人物が注目されているシーンでは，視聴者はその人物に対して何らかの反応をすると

考えられる．たとえば，その人物に視聴者の視線が集まったり，その人物の言動に対して笑

い声を出したりする反応があげられる．これらに加え，ニコニコ動画のように映像の再生時

刻に沿ったコメントの付与が可能なサービスの登場により，視聴者によって映像に付与され

たコメントも映像に対する反応の 1つと考えられるようになった．そこで本稿ではニコニ

コ動画に付与されたコメントの観察に基づき，ある人物が注目されているシーンでは，その

人物に対して映像の視聴者がコメントを付与するという仮説を立て，映像に付与されたコメ

ントの内容を基に，登場人物が注目されているシーンおよび注目の大きさを推定し，仮説の

検証を行う．ただし本研究では，映像に付与されたコメントを用いるため，コメントが一定

数以上付与されている映像のみを対象とする．また，コメント中に含まれる人物名を用いて

注目シーンの推定を行うため，視聴者に名前が広く知れわたっている人物を対象とする．

ニコニコ動画は，日本で最も有名な映像共有サービスの 1つである．2010年 11月の時

点で，1,600万人以上の利用者がおり，500万本以上の映像に対して 28億件以上のコメン

トが付与されている．ニコニコ動画のインタフェースを図 1 に示す．ユーザは映像を視聴

しながら，任意の場面に対してコメントの付与が行える．また，他のユーザは，再生時刻に

沿って，画面の右から左へと流れて表示されるコメントを見ることができる．

図 1 ニコニコ動画のインタフェース
Fig. 1 Interface of Nico Nico Douga.

2. 関 連 研 究

映像の再生時刻に応じてユーザがコメントを付与できるサービスを対象とした研究は近

年さかんに行われている．

青木ら5) はニコニコ動画の映像に対して付与されるコメントの出現頻度を用いて，映像

内で最も重要な箇所の判別や映像の要約を試みている．また，Nakamuraら6) はニコニコ

動画の映像に対して付与されたコメントから喜び，悲しみなどの印象情報を抽出し，イン

デックスを作成することで，印象に基づく映像検索およびランキングを可能としている．い

ずれの研究においても，映像に登場する人物には着目していない点で本研究とは異なる．

Diakopoulosら7) は Shammaら8) の行った研究を基に，テレビで放送された大統領討論

会に対する Twitter �1上のコメントを用いて，映像に登場する人物に対してポジティブな感

情を持ったユーザ数とネガティブな感情を持ったユーザ数の比較を行っている．しかし，こ

の研究では映像内の各時刻における話者や話される内容などの情報をあらかじめ用意した

うえでコメントを分析するため，こうした発信情報がない映像に対しては手法を適用できな

�1 http://twitter.com/
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い．我々が対象とする映像共有サイトに日々アップロードされる膨大な映像はそうした情報

を持たないため，Diakopoulosらの手法は利用できないが，我々の手法は視聴者の反応を利

用するものであるため，一般のユーザが作成した映像に対してもその映像に登場する各人物

に対する視聴者の反応の大きさを求めることが可能である．

テレビ番組と同期してコメントの書き込みが行われるWeb上の実況チャットを利用した

研究では，Ueharaら9) が実況チャットのコメントを分析し，番組内である人物やテーマが

話題となるシーンを求めている．また，宮森らは実況チャット上に現れる特徴的な表現を処

理することで，番組の盛り上がり場面や視聴者の嗜好・趣味に沿ったリアクションなど，視

聴者視点に関連するメタデータを抽出したり10)，それに基づいて視聴者の盛り上がりや自

分と類似した嗜好を持つ他人が興味を示す部分など，様々なビューを作成したり11) してい

る．これらの研究では，ある登場人物がより注目されている映像を視聴したいというユーザ

の欲求を満たすことはできないが，本研究では映像間での人物の注目の大きさを考慮し比較

することで，そのような意図を持ったユーザに映像をランキングして提示することが可能で

ある．

また，独自のアノテーションシステムを開発し，それを利用した研究も行われている．山本

ら12) は任意のビデオシーンに対するコメントの付与や，ブログへの引用ができるオンライ

ンビデオアノテーションシステム Synvie を開発し，Masuda ら13) がそのシステムを用い

て，映像のシーンに対して付与されたコメントや引用元のブログ記事の文章からタグを自動

生成し，映像のシーン検索を可能としている．しかし，彼らのシステムを利用することで，

ある人物が登場するシーンを検索することは可能になるが，登場人物に対する注目の大きさ

に基づいて検索することはできない．

3. 注目シーンおよび注目の大きさの推定

本章では，映像に対して付与されたコメントを用いて，映像に登場する人物が視聴者から

の注目を集める言動をとっているシーンを抽出する方法と，注目の大きさを数値化する方法

について述べる．ここで，コメントの情報にはコメントの内容と，映像中で各コメントが付

与された時刻を示す時刻情報が含まれる．

映像に付与されるコメントの中には，映像の登場人物に対して付与されるコメントが存

在する．ニコニコ動画では，映像の再生時刻に沿ってコメントが映像上に表示されるため，

「すごい！」や「この動き面白い！」のようなコメントであっても，そのコメントが付与さ

れた対象となる登場人物が他の視聴者にも明確である．一方で，コメントで言及している対

表 1 人物名辞書に登録した人物の例
Table 1 Examples of characters who are registered to the dictionary of names of characters.

正式な表記 別の表記（ニックネームなど）
初音ミク 初音，ミク
KAITO カイト，兄さん
天海春香 天海，春香，はるるん，はるかっか，閣下
秋月律子 秋月，律子，律，りっちゃん

象となる登場人物が明らかな場合であっても，「レンすごい！」や「ミクかっこいい！」の

ように，「レン」や「ミク」といった，コメントの対象となる人物の名前を含むコメントも

存在する．そこで本研究では，名前を含むコメントを用いて，映像の各登場人物の注目シー

ンを推定し，名前を含むコメントおよびその周辺コメントを用いて，各注目シーンの注目の

大きさを推定する手法を提案する．

3.1 コメントに含まれる人物名の抽出

ニコニコ動画の映像に付与されるコメントは口語的な記述が多いため，自然言語処理によ

りコメントから人物名を抽出することは難しい．そこで，本研究では簡単のためあらかじめ

用意した人物名辞書とのパターンマッチを行うことによりコメントからの人物名抽出を行

う．ここでは，ニコニコ動画上の各映像でよく登場する各人物に対して，その人物を表す別

の表記（ニックネームなど）を考えられるだけ手作業で辞書に登録した．辞書に登録された

人物とその人物を表す別の表記の例を表 1 に示す．映像に付与されたすべてのコメントに

対して辞書を用いたパターンマッチを行うことで，その映像の中で言及された人物と各人物

への言及回数，および映像中で各人物の名前を含むコメントが付与された時刻の情報を得る

ことができる．

3.2 注目シーンの抽出

コメントの中にある人物名が含まれていれば，そのコメントが付与された時刻には，その

人物が視聴者の注目を集める言動をとっている可能性が高いと考えられる．ある映像 v に

おける，すべてのコメントの付与時刻の集合を T = {t1, t2, · · · tn}とし，T のうち，人物 x

の名前を含む全コメントの付与時刻の集合を Tx とする．このとき，各 t ∈ Tx の前後 k 秒

間は人物 xが注目を集める言動をとっていると仮定する．この仮定のもとで，時刻 ti ∈ Tx

以降に付与されたコメントで xの名前を含むもののうち，最も近い付与時刻を ti+1 とする

と，ti + k ≥ ti+1 − k を満たしていれば，人物 xは ti − k 秒から ti+1 + k 秒にわたって視

聴者の注目を集めていると考える．このように，2k 秒以内に連続して同一人物の名前を含
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図 2 名前を含むコメントを用いた注目シーンの抽出
Fig. 2 Extracting attention scenes based on comments including a character’s name.

図 3 1 つのコメントに複数の登場人物の名前が含まれる例
Fig. 3 An example of a comment that includes names of some characters.

むコメントが付与されている期間をその人物の注目シーンと定義する．たとえばある映像に

おいて，「鏡音レン」という人物の名前を含むコメントが映像の再生時刻軸上に図 2 のよう

にマッピングされたとすると，図中の実線で示された時刻帯が「鏡音レン」の注目シーンと

して抽出される．ただし，映像のある場面において，視聴者の注目を集めるような活躍をし

ている人物は 1人とは限らず，複数人の場合もある．そのため本稿では，1つのコメント内

に複数の人物の名前が含まれる場合，そのコメントは複数人物の言動に対して視聴者が反応

したものであると考える．そして，そのコメントが付与された前後 k 秒間は，名前が記述

されている人物全員の注目シーンであるとする．たとえば，図 3 において，「初音ミク」と

「鏡音レン」の注目シーンはいずれも時刻 t1 から t2 の間で，注目の大きさはいずれも 4と

なる．つまり，ある登場人物 xと y両方の名前を含むコメントが時刻 ti に付与された場合，

ti ∈ Tx かつ ti ∈ Ty となる．

3.3 注目の大きさの数値化

ある人物が視聴者の注目を集める言動をとっているときに，視聴者は必ずしもその人物

の名前を含むコメントを付与するとは限らない．本研究では，名前を含むコメントが付与

された時刻と近い時刻に付与されたコメントは，その人物の言動に対して付与されたコメ

図 4 ある人物の名前を含むコメントと隣接したコメントに他の登場人物の名前が含まれる例
Fig. 4 An example of a comment that is adjacent to a comment including a name of a character

and includes a name of another character.

ントであると仮定し，その数が多いほど，視聴者のその人物に対する注目の大きさは大き

いと考える．ただし，映像に付与されるコメントは，すべてが映像に登場する人物に対す

るものであるとは限らない．コメントの中には，映像の内容を説明するコメントや視聴者

同士で会話のやりとりをするように付与されるコメント，映像の内容とはまったく関係のな

いコメントなどがある．ここで，映像の登場人物の言動に対して付与されたコメントには，

何らかの感情を表す語が含まれていると仮定する．たとえば，ある人物が視聴者を笑わせ

る言動をとるシーンでは，その人物の言動に対して喜びの感情を含むコメントが付与され，

ある人物が視聴者の批判を買う言動をとるシーンでは，その人物の言動に対して否定的な感

情を含むコメントが付与されると考えられる．そこで本研究では Nakamuraら6) が作成し

た喜び，悲しみ，驚き，肯定，否定のそれぞれに対応する語の集合からなる辞書を用いて，

辞書に登録されている語を含むコメントのみを解析の対象とする．

映像に付与されたコメントのうち，人物名辞書に登録されているいずれの人物の名前も含

まず，感情を表す語を 1つ以上含むコメントの付与時刻の集合を Timp，登場人物 xの注目

シーンの集合を Rx = {r1, r2, · · · , rn}とする．また，注目シーン ri の開始時刻を si，終了

時刻を eiと表すと，登場人物 xのある活躍シーン riにおける注目の大きさ fattention(si, ei)

は次式により表される．

fattention(si, ei) = |{t|si ≤ t ≤ ei, t ∈ Tx ∪ Timp}|
つまり，注目シーン ri の間に付与されたコメントのうち，人物 xの名前を含むコメント

と感情を表す語を含むコメントの数の和により，人物 xのある活躍シーン ri における注目

の大きさ fattention(si, ei)を表す．ただし，名前を含むコメントの中にはその人物が注目を

集める言動をとっていないときに付与されるものもあるため，fattention(si, ei)の値が閾値

α以下のシーンはノイズとして除去する．また，Timp に含まれるコメントが複数の登場人

物の注目シーンが重複した時刻に付与されたコメントである場合，その場面では複数の登場

人物が活躍していると考え，注目シーンが重複しているすべての登場人物の言動に対して
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付与されたものであるとする．つまり，図 4 において，時刻 t2 から t3 の間は「初音ミク」

と「鏡音レン」両者の注目シーンであり，この時刻帯に付与されたコメントは両者の注目の

大きさを計算する際に同じように 1ずつ加算される．したがって，この例において「初音

ミク」の注目の大きさは 3，「鏡音レン」の注目の大きさは 4となる．

4. 実 験

本章では，登場人物が視聴者の注目を集める言動をとるシーンにおけるその人物に対する

コメントの付与の有無と，注目シーンを推定するために感情を含むコメントのみを対象とす

ることの有用性を調べるために，被験者を用いた評価実験を行った．今回評価の対象とした

映像は，「アイドルマスター」，「MMD（MikuMikuDance）」，「政治」のカテゴリに属する

映像である．アイドルマスターは，アイドルを育成するゲームシリーズの名称であり，ニコ

ニコ動画ではゲームの登場人物を用いて作成したアニメや，ゲーム中の映像に別の音楽を重

ねた映像などが投稿されている．MMD は無償で利用できる，映像作品を作成するための

ソフトウェアであり，キャラクタのモデルを読み込むことで様々なキャラクタを用いて映像

を容易に作成することを可能としている．MMD のカテゴリにはこのツールを用いて作成

された映像が含まれる．政治のカテゴリには，政治家を登場人物として作成したアニメや，

国会での討論などの映像が含まれる．各カテゴリに属する映像集合は，タグに「アイドルマ

スター」，「MMD」，「政治」のそれぞれの単語を含む映像とした．これらのカテゴリを選択

した理由は，以下の 3つである．

• 1つの映像に多くの人物が登場する．

• 様々な人物の組合せからなる映像が存在する．
• 特定の人物が注目される映像が極端に多いということはなく，映像によって登場人物の
役割が様々である．

4.1 データ収集

実験を行うにあたり，我々はニコニコ動画に投稿されている映像の中でコメントが 1,000

件以上付与されている約 17万件の映像について，それぞれのタイトル，説明文，タグ，コ

メント，再生数，コメント数，お気に入り数を収集し，データベースに格納した．なお，コ

メントはクロール時の最新の 1,000件を収集した．収集したコメントのうち，人物の名前を

含むコメントの例を表 2 に，感情を表す語を含むコメントの例を表 3 に示す．表 2 では人

物の名前を表す語を，また表 3 では感情を表す語をそれぞれ太字で表している．

表 2 登場人物の名前を含むコメントの例
Table 2 Examples of comments that include a

character name.

ネル逃げてー
毎回レン逃げ足速え ww

春香さん怖すぎるだろ ww

ここのやよいすっごくかわいい
麻生がんばれ
亀井かっけぇw

表 3 感情を表す語を含むコメントの例
Table 3 Examples of impression comments.

喜び
ちょwwwwwwwwwwww

これは笑える
悲しみ
ここが一番泣ける…
切ないよ～
肯定
やっぱかっこいい！
かわいいよー
否定
うげ，きもい
この態度むかつくなー

表 4 4.2 節の実験に用いた映像の情報
Table 4 Information of videos used in the experiment in section 4.2.

カテゴリ 本数
再生時間

最短 最長 平均
アイドルマスター 6,483 2 秒 271 分 36 秒 12 分 17 秒
MMD 534 30 秒 46 分 17 秒 5 分 40 秒
政治 2,831 19 秒 181 分 43 秒 15 分 36 秒

4.2 名前を含むコメントの割合

まず，提案手法の適用可能性を示すために，すべてのコメントに対する名前を含むコメン

トの割合を調べた．そのために，「アイドルマスター」，「MMD」，「政治」の 3つのカテゴ

リについて，各カテゴリに含まれるすべての映像に付与されたすべてのコメントからランダ

ムに 3,000件ずつ抽出した．コメントを抽出する際に対象とした映像の情報を表 4 に示す．

その後，抽出されたすべてのコメントを著者が目視で確認し，名前を含むコメントの割合

を求めた．その結果，名前を含むコメントの割合は「アイドルマスター」カテゴリで 9.6%，

「MMD」カテゴリで 10.1%，「政治」カテゴリで 7.9%であった．

4.3 正解セットの作成

次に，被験者実験により，映像の各登場人物の注目シーンの正解セットを作成した．その

ために，「アイドルマスター」，「MMD」，「政治」の各カテゴリから，評価の対象とする映

像として，再生時間が 1分 15秒以上 6分未満の映像をランダムに 12本ずつ選択した．本
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表 5 4.3 節の実験に用いた映像の情報
Table 5 Information of videos used in the experiment in section 4.3.

カテゴリ 本数
再生時間

最短 最長 平均
アイドルマスター 12 2 分 32 秒 4 分 49 秒 3 分 45 秒
MMD 12 3 分 5 分 3 分 59 秒
政治 12 1 分 26 秒 5 分 47 秒 3 分 54 秒

表 6 1 人の被験者の 1 つの映像に対する評価結果の例
Table 6 Example of evaluation result of a subject for a video clip.

0:00–0:15 0:15–0:30 0:30–0:45 · · · 4:45–5:00 5:00–5:09

初音ミク 0 1 0 · · · 0 0

弱音ハク 1 2 2 · · · 1 0

巡音ルカ 0 0 0 · · · 2 1

KAITO 0 0 2 · · · 0 2

実験に用いた映像の情報を表 5 に示す．被験者数は 5名で，内訳は 20代の男性 4名と女

性 1名である．そして，1つの映像につき 3名の被験者が評価を行った．評価方法は，映像

ごとに，映像に登場する人物の一覧と映像を 15秒ごとに区切った表を用意し，各登場人物

が各区間において注目を集める言動をとっている度合いを 3段階で評価してもらった．3段

階の内訳は，0が注目を集める言動をまったくとっていない，1がやや注目を集める言動を

とっている，2がかなり注目を集める言動をとっている，とした．なお，本評価を行う際に

用いた人物名辞書は 44件からなる．被験者は映像を視聴する際，コメントを表示しないよ

うにし，映像のみを閲覧して評価を行った．評価の結果の例を表 6 に示す．

その後，映像ごとに 3名の被験者の評価結果を集約し，正解セットを作成した．正解セッ

トの作成方法は次のとおりである．

ある映像 v で人物 xの各時刻区間において 3名の被験者のうち 2名以上が 1または 2を

つけている区間をすべて求め，その区間を映像 v において人物 xがやや注目を集める言動

をとっている，またはかなり注目を集める言動をとっているシーンとする．これをすべての

映像のすべての登場人物について求めたものを正解セット 1とする．

さらに，ある映像 v で人物 xの各時刻区分において 3名の被験者のうち 2名以上が 2を

つけている区間をすべて求め，その区間を映像 v において人物 xがかなり注目を集める言

動をとっているシーンとする．これをすべての映像のすべての登場人物について求めたもの

を正解セット 2とする．

4.4 注目シーンの抽出精度の検証

映像の登場人物が視聴者の注目を集める言動をとっているときはその人物に対するコメン

トが付与されるという仮説を検証するために，3.2節のパラメータ kおよび 3.3節の閾値 α

の値を変化させたときの適合率，再現率，F 値を求めた．適合率，再現率，F 値は各映像

の各登場人物ごとに次のようにして求められる．

まず，正解セット 1において 2名以上が 1または 2をつけた区間を 1とし，それ以外の

区間を 0とすると，映像 v の登場人物 xの注目シーンは 0と 1の配列として表される．こ

れを l1 とする．l1 と，提案手法により注目シーンとして抽出された区間を比較して適合率

および再現率を求めるために，提案手法についても映像を 15秒ごとに区切った各区間の各

登場人物の注目の大きさを求める．15i秒以上，15(i + 1)秒未満の区間における登場人物

xの注目の大きさの求め方を Algorithm 1に示す．ただし，iは 0以上の整数であり，ある

映像 vにおける登場人物 xの注目シーンの集合を Rx = {r1, r2, · · · , rn}とする．たとえば，
人物 xの注目シーンが 20秒から 43秒までの 1カ所のみであった場合，20秒から 30秒ま
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表 7 正解セット 1 における各カテゴリの F 値の最大値とそのときの k，α，再現率，適合率の値
Table 7 Maximal value of F -measure and the value of k, α, recall, and precision in answer set 1.

MMD アイドルマスター 政治 全カテゴリ
F 値 0.626 0.693 0.747 0.629

再現率 0.728 0.756 0.722 0.785

適合率 0.605 0.723 0.834 0.605

k（秒） 4.0 2.5 0.50 5.0

α（個） 3 5 8 7

でと 30秒から 43秒までに分割し，20秒から 30秒までの間の注目の大きさが α以上であ

れば 15秒以上，30秒未満の区間は xの注目シーンとなり，30秒から 43秒までの間の注

目の大きさが α未満であれば 30秒以上，45秒未満の区間は xの注目シーンとはならない．

つまり，Si の値が α以上であればその区間の値を 1に，α未満であればその区間の値を 0

とした．これにより提案手法により求められる注目シーンも 0と 1の配列として表される．

これを l2 とする．

このとき，映像 v の登場人物 xの適合率 P (v, x)，再現率 R(v, x)，F 値 F (v, x)はそれ

ぞれ次の式により求められる．

P (v, x) =
fcommon(l1, l2)

fnotzero(l2)

R(v, x) =
fcommon(l1, l2)

fnotzero(l1)

F (v, x) =
2 · P (v, x) · R(v, x)

P (v, x) + R(v, x)

ここで，fnotzero(li) は li の要素の 1 の個数を表し，fcommon(l1, l2) は l1 と l2 の同じ時刻

区間の値がともに 1 となっている区間の数を表す．これをすべての映像のすべての登場人

物について求め，その平均値を k，αにおけるスコアとする．本実験では kの値を 0.5から

10まで 0.5ずつ変化させ，αの値を 1から 100まで 1ずつ変化させた．αの値が大きくな

ると，注目シーンとして抽出されることが少なくなるため，適合率は上昇したが再現率が

低下した．一方で k の値が大きくなると，様々な区間が注目シーンとして抽出されるため，

再現率は上昇したが適合率は低下した．正解セット 1において全カテゴリの F 値の最大値

は k = 5.0，α = 7のときの 0.629であった．また，このときの適合率は 0.605，再現率は

0.785であった．さらに，各カテゴリの F 値の最大値とそのときの k，α，再現率および適

合率の値を表 7 に示す．

表 8 正解セット 2 における各カテゴリの F 値の最大値とそのときの k，α，再現率，適合率の値
Table 8 Maximal value of F -measure and the value of k, α, recall, and precision in answer set 2.

MMD アイドルマスター 政治 全カテゴリ
F 値 0.513 0.641 0.762 0.560

再現率 0.375 0.869 0.625 0.741

適合率 0.875 0.562 1.0 0.523

k（秒） 3.5 1.0 5.5 5.0

α（個） 72 4 83 23

表 9 テストセット 1 における各手法の F 値の最大値の比較
Table 9 Comparison of maximal value of F -measure for each method in test set 1.

MMD アイドルマスター 政治 全カテゴリ
F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率

提案手法 0.626 0.728 0.605 0.693 0.756 0.723 0.747 0.722 0.834 0.629 0.786 0.605

比較手法 1 0.621 0.731 0.596 0.687 0.756 0.702 0.733 0.679 0.857 0.628 0.743 0.636

比較手法 2 0.588 0.645 0.606 0.678 0.731 0.710 0.719 0.823 0.685 0.621 0.614 0.760

次に，正解セット 2において 2名以上が 2をつけた区間を 1，それ以外の区間を 0とし

て，先ほどと同じ範囲で k と αを変化させ，全カテゴリの F 値の最大値を求めたところ，

k = 5.0，α = 23 のときに最大値 0.560 となった．このときの適合率は 0.523，再現率は

0.741であった．各カテゴリの F 値の最大値とそのときの k，α，再現率および適合率の値

を表 8 に示す．

4.5 感情を含む周辺コメントを使用する有用性の検証

3章では，名前を含むコメントの周辺コメントのうち，感情を含むコメントのみを使用す

る手法の提案を行った．そこで本節では，次にあげる 2つの手法との精度の比較を行い，提

案手法の有用性を検証する．

• 比較手法 1：3.3節において，注目の大きさを求める際に映像に付与されたすべてのコ

メントを対象とする．そして，各区間の注目の大きさが閾値 β 以下であればノイズと

して注目シーンから除く．

• 比較手法 2：映像を 15秒ごとに区切り，人物 xの注目シーンを，各区間に含まれる x

の名前を含むコメントの数のみから求める．この場合も，ある区間の名前を含むコメン

トの数が閾値 γ 以下であればその区間をノイズとして注目シーンから除く．

正解セット 1および正解セット 2に対して提案手法と 2つの比較手法を適用したときの

各カテゴリの F 値の最大値およびそのときの再現率と適合率の値を表 9 および表 10 に示
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表 10 テストセット 2 における各手法の F 値の最大値の比較
Table 10 Comparison of maximal value of F -measure for each method in test set 2.

MMD アイドルマスター 政治 全カテゴリ
F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率 F 値 再現率 適合率

提案手法 0.513 0.375 0.875 0.641 0.869 0.562 0.762 0.625 1.00 0.560 0.741 0.523

比較手法 1 0.567 0.458 0.854 0.631 0.830 0.577 0.667 0.500 1.00 0.539 0.696 0.507

比較手法 2 0.500 0.389 0.778 0.633 0.583 1.00 0.667 0.500 1.00 0.547 0.513 0.743

図 5 正解セット 1 において k を固定し，α を変化させたときの適合率，再現率，F 値の遷移
Fig. 5 Transition of precision, recall, and F -measure by fixing k and changing α for test set 1.

す．なお，β と γ の値はいずれも 1から 100まで 1ずつ変化させ，最適な値を求めた．こ

の結果から，いずれのテストセットにおいても全カテゴリの F 値の最大値は提案手法が両

図 6 正解セット 1 において α を固定し，k を変化させたときの適合率，再現率，F 値の遷移
Fig. 6 Transition of precision, recall, and F -measure by fixing α and changing k for test set 1.

比較手法を上回っていた．

また，正解セット 1において各カテゴリで F 値が最大となったときの k の値を固定して

αの値を変化させたときの F 値，再現率，適合率の値の変化を図 5 に示す．図中の赤の実

線が再現率，赤の点線が適合率，赤の波線が F 値を表している．さらに，図中の青の実線，

点線，波線はそれぞれ，全カテゴリにおいて F 値が最大となったときの k の値を固定して

αの値を変化させたときの再現率，適合率，F 値を示している．同様にして，正解セット 1

において各カテゴリで F 値が最大となったときの αの値を固定して kの値を変化させたと

きの再現率，適合率，F 値の変化を図 6 に示す．さらに，それぞれの場合の正解セット 2

における再現率，適合率，F 値の変化を表したグラフを図 7 および図 8 に示す．
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図 7 正解セット 2 において k を固定し，α を変化させたときの適合率，再現率，F 値の遷移
Fig. 7 Transition of precision, recall, and F -measure by fixing α and changing k for test set 1.

5. 考 察

4.4節の結果より，正解セット 1における全カテゴリの F 値の最大値は 0.629であり，比

較的高い精度で注目シーンの特定が行えているといえる．被験者がスコアとして 1をつけた

シーンとしては，画面に少数の人物がある程度の大きさで映っていたり，会話をしたりして

いるものが多かった．よって，映像に付与されたコメントを解析することで，映像のタイト

ルやタグ，説明文には書かれていないが映像に登場している人物の判定などを行うことがで

きると考えられる．カテゴリ別に見ると，特に政治のカテゴリにおいては F 値の最大値が

0.747と高い値になった．また，図 5 および図 6 より，kの値を固定して αの値を増加させ

図 8 正解セット 2 において α を固定し，k を変化させたときの適合率，再現率，F 値の遷移
Fig. 8 Transition of precision, recall, and F -measure by fixing α and changing k for test set 1.

ると適合率は上昇し，再現率は低下することが分かる．これは，αの値を増加させることで，

注目シーンとして抽出されるシーンの数が減少するためである．逆に，αの値を固定して k

の値を増加させると，適合率は低下し，再現率は上昇することが分かる．これは，kの値を

増加させることで，閾値 αを超えやすくなったためである．また，図 6 を見ると，αの値

を固定して k の値を変化させても，F 値はそれほど変化していないことが分かる．つまり，

k の値を変化させることで，適合率と再現率のどちらを重視するかを選択できるといえる．

図 5 を見ると，「政治」カテゴリにおいて，k = 5.0で αの値が小さいとき，他のカテゴリ

よりも再現率が高くなっている．これはつまり，k と α が他のカテゴリと同じ値でも，閾

値 αを超えやすいということであり，すべての映像に用いたコメントの数が 1,000件であ
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るにもかかわらず，このような差が生じたということは，「政治」カテゴリにおいては，他

のカテゴリに比べて，登場人物が活躍しているシーンにコメントが集中的に付与され，登場

人物が活躍していないシーンではコメントはあまり付与されないということを表している．

正解セット 2の全カテゴリの F 値の最大値は 0.560であり，こちらも比較的高い精度で

注目シーンの特定を行えていた．被験者がスコアとして 2をつけたシーンとしては，視聴者

を笑わせるような言動や感動させる言動をとっているシーンが多かった．

図 7 と図 8 を比較すると，特にアイドルマスターのカテゴリにおいては，kを変化させた

ときよりも αを変化させたときのほうが各値におおきな影響が出ていることが分かる．こ

れは，他のカテゴリに比べて登場人物に対するコメントが映像の再生時刻によらず万遍な

く分散していることを表している．このことは，図 7 において，αの値を増加させていく

と，ある αの値を境にして，再現率が大きく落ちることからも正しいと考えられる．つま

り，アイドルマスターのカテゴリのように，コメントが万遍なく分散しているカテゴリにお

いては，αの値をうまく決めることが重要であるといえる．

また，登場人物の名前が言及されていない場合であっても，映像中のコメントには登場人

物の名前が含まれていなくてもその登場人物に特有の定型語を利用することで登場人物を

特定することは可能であると考えられる．このような定型語の例として，「弱音ハク」とい

う人物に対する「ツマンネ」という定型語や，「ドナルド」という人物に対する「ランラン

ルー」という定型語があげられる．これらの語はいずれも，ある映像がきっかけとなって使

用され始めた語であり，各人物の名前とはまったく無関係である．しかし，時間の経過とと

もに，使用され始めるきっかけとなった映像とは関係なく，これらの人物に向けて付与され

るという現象が見られる．このような定型語を特定する手法の 1つとして，以下のような方

法があげられる．まず，ある登場人物の名前を含むコメントが付与された時刻と近い時刻に

付与された，いずれの登場人物の名前も含まないコメントを収集する．これを複数の動画の

様々な登場人物に対して行う．収集された各登場人物の周辺コメントの形態素解析を行い，

各登場人物間で共通に得られた語やある登場人物から多く得られる語を求める．ある登場人

物のみから多く得られる語の中で人物名辞書に登録されていない語は，その人物に対して付

与される定型語である可能性が高いといえる．つまり，登場人物の名前を含むコメントが付

与されていない映像であっても，そのような定型語の有無を検証することで，視聴者の注目

を集める言動をとっている人物の特定ができると考えられる．

6. ま と め

本稿では，ある登場人物が注目されているシーンではその登場人物に対して映像の視聴者

がコメントを付与するという仮説を立て，その検証を行った．仮説を検証するために，映像

に付与された時刻同期コメントを用いて映像に登場する人物が視聴者の注目を集める言動を

とっているシーンを推定し，それぞれのシーンにおいてその人物に対する注目の大きさを推

定する手法の提案を行った．本稿で提案した手法では，登場人物の名前を含むコメントの分

布から各登場人物が視聴者の注目を集めているシーンを，登場人物の名前を含むコメントの

数とその周辺の感情を含むコメントの数からその登場人物に対する注目の大きさを求めた．

実験では，被験者が注目を集める言動をとっていると判定した登場人物について，その

シーンの特定の精度を検証した．その結果，いずれのカテゴリにおいても比較的高い精度

で各登場人物が注目されているシーンを特定することができていた．一方で，最適なパラ

メータの値はカテゴリにより大きく変わるため，今後はコメントの傾向とパラメータの値の

関係をより詳細に考察することで，適切な値を推定する手法を考える必要がある．さらに，

現在は名前を含まないコメントが向けられる対象となる人物を十分に考慮できていないが，

たとえばある人物とともに出現しやすい語を求めることで，名前が明記されていなくてもコ

メントの対象となる人物を判定できるようにする予定である．

本稿ではニコニコ動画に投稿された映像に付与されたコメントの観察に基づいて仮説を

立て，その検証を行ったが，映像とその再生時刻に沿ったコメントの取得はニコニコ動画

以外でも可能である．Youtubeでは映像のタイムコードに結び付けたコメントをつける機

能があるが，これは他のユーザに対して映像の特定の部分を紹介するためのインデックス

として用いられることが多い．Youtubeでタイムコードと結び付けられたコメントの中に

は，映像の内容を説明するときに「誰が何をしている」のように登場人物の名前を含むコ

メントが付与されることもあるが，Youtubeでのタイムコードと結び付けられたコメント

数が十分ではないため，本手法は Youtubeに投稿された映像には適用不可能であると考え

られる．他の例として，ネット掲示板「2ちゃんねる�1」や短文投稿サイト「Twitter」が

あげられる．ネット掲示板「2ちゃんねる」ではあるテレビ番組に対して専用のスレッドが

作成され，その番組の内容に対して掲示板にコメントが投稿される．2ちゃんねるにおいて

は，ニコニコ動画と同様に，ある登場人物が活躍しているシーンではその人物の名前を含む

�1 http://www.2ch.net/
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コメントが掲示板に投稿される傾向にある．また，短文投稿サイト「Twitter」でも，テレ

ビ番組に加えて，Ustreamで配信される映像に対して Twitterでコメントを述べるという

現象が見られる．Twitterでも，映像の内容に対するコメントでは登場人物の名前を含むコ

メントが投稿されることもある．そのため，本稿の提案手法を用いることでテレビ番組や

Ustreamで配信される映像についても，ある登場人物が活躍しているシーンを抽出できる

可能性は高いと考えられる．今後は，これらのサービスについてもニコニコ動画とのコメン

トの傾向の違いを調査したうえで，提案手法の適用を試みる予定である．
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